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技術相談 

提供可能技術： 

・材料の組成解析 

・磁性体を用いたセンサ 

・磁性体熱処理 

 

 

研究内容：  

  

磁気センサは、安価なホール素子をはじめ、様々
な種類のセンサが多分野にわたり用いられていま
す。 
 特に、磁気インピーダンス効果を用いた磁気セ
ンサは図 1 に示すように、非常に単純な構造をし
ているため、小型化が容易であり、常温で使用す
るセンサとしては最も感度の高いセンサの一種で
す。 
 一方、医療分野などに用いられているセンサ
は、超伝導体などを用いたセンサであり、ランニン
グコストが問題となっています。 
 よって、磁気インピーダンス効果型の磁気セン
サをより高感度に応用するための研究を進めて
います。 
 
 磁性体は温度、応力、磁界、振動など様々な外
部要因によって電気抵抗などの特性が変化しま
す。その特性を応用し、レーザーやコイルなどの
非接触検出機構を用いて磁性体の特性を測定で
きる機構を検討しています。 
 図２に交流磁界中で振動する磁性体にレーザ
ーを照射し、反射光から検出した磁性体の振動
特性から磁性体特性や温度などをセンシングす
る概略図を示します。 
 磁性体特性の測定機構が確立することで、温度
や応力など様々な外部要因が測定可能なセンサ
の確立を目指しています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

スペクトラムアナライザ  

LCR メータ  

ガウスメータ  

  

  

 

 


